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鶴見川で観察されたイソシギの黒化個体

石江 馨 ・石江 進

1979年 9月18～ 19日に，横浜市港北区の鶴見川川向橋 方は頻繁に11.¥J;~ 、ていた。

付近でイソシギ（Tringahypoleucos）の黒化｛｜出｜休と思わ 5）斡戒心は強〈 ，近づ く事を許さ なかった。

れる 1羽を観察した （図 1）。 近くにいた正’，：1；・羽のイソ なおその後， 川の水位が上り，州、｜が消滅したためみら

シギと比較して，次のような特徴が観察された。 れなくなったが， 水位の下った10月14日に再び同一場所

1）大きさにほとんど差はなかったが，正常羽の個体に で観察する事が出来た。

比べてやや細身に見え，そのため足も長めに見えた。

2）羽色は全体に黒褐色で，上面濃く ，下面はやや淡い。 羽毛で1設も普通的な色素は粒状のメラニン （黒色）で

尾及び下尾筒は黒色，明と足は正常羽のものに比べてや H音黄色から黒色までを現わす。カロチノイド （リポクロ

や日音色にみえた。翼下面は白く，伸びをした時に目立つ ーム）は種類多〈液状で黄色から赤色ま でを発現させる

た。 翼上面の白帯は正常羽ほど白くなかっ たが，~朔時 （黒団長久 1962 動物系統分類学10（上）による）。

には目立った。 羽毛のー音IIあるいは全体に分布するカロチノイドがメ

3）正常羽より動作は緩慢で，尻を振る動作もあまりし ラニンに置換した り， あるいは正常でも存在するメラニ

なかった。 しかし昆虫を追って諮岸を駆け上るH寺はかな ンの量が異常に増加したような状態を黒化 （メラニズム）

り敏捷であった。 という （編集部入

4）鳴き声は観察中一度も聞かれなかったが，正常羽の
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ISHIE; Kaoru and lSHIE, Susumu: A melanic individual of the Common 

Sandpiper observed in Tsurumi-gawa, Yokohama 

日本野鳥の会神奈川支部

図1 イソン ギの黒化個体
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